
年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

利用者の生活を守る技術としてのリスクマネジメントの視点を学ぶ。
また、利用者を取り巻く介護チームで安全な生活を守るしくみにつ
いて理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護における安全の確保とリスクマネジメントについて理解を深め
ることができる。

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

授業で行った内容を、教科書や使用した授業プリントなどを用いて復習を行う。また、特に実習前には、授業で得た知識を施設
実習で活かすことのできるよう、関連付けておく。

科目修了試験：７０％　　出席評価点：２０％　　平常評価点：１０％

第
4
回

使用教材

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

第
5
回

第
2
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

第
3
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

内　　　容

介護における安全の確保とリスクマネジメントを理解することができ
る。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護における安全の確保とリスクマネジメントについて理解を深め
ることができる。

科  目  名

介護福祉科

介護の基本Ⅱ

科　目　区　分

中央法規　新・介護福祉士養成講座「介護の基本Ⅱ」

介護現場での、利用者を取り巻く様々な形の連携を知り、関連職種や機関の特性なども学ぶことにより、チームケアを担う介護
職になることができる。また、介護場面での事故及び感染症対策の具体的な手法を学ぶことができる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

601.502木曜1・2限2年生 教室名

「介護の基本」で学ぶ様々な資格や役割、利用者との関係や職場のスタッフとのチームワークの重要性をしっかりと理解することが必要です。
専門職としての能力を養うため、理解出来ていない状態で終えないよう、また見逃さないよう受講することを期待します。

担 当 教 員 北川　千尋
実務経験と

その関連資格 特別養護老人ホームに、介護福祉士として勤務した。

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

介護の質の向上がリスクマネジメントに繋がることを理解する。ま
た、リスクに強い環境づくりの理解のため、ユニットケア等の復習を
する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護における安全の確保とリスクマネジメントについて理解を深め
ることができる。

各コマに
おける

授業予定

リスクマネジメントに必要な要素を理解する。また、身体拘束につい
て、緊急ややむを得ない場合の対応や死体拘束がもたらす多くの
弊害についても学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護における安全の確保とリスクマネジメントについて理解を深め
ることができる。

各コマに
おける

授業予定
リスクマネジメントについて、事例を用いてグループワークを行う。



講
義
形
式

各コマに
おける

授業予定

生活の場での感染に関する正しい知識の必要性・利用者の特性を
理解した感染対策について学ぶ。

第
5
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。



第
10
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

第
11
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

第
14
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

第
12
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

第
13
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護に携わる人の健康管理について理解する。

認知症についての理解を深める。

各コマに
おける

授業予定

DVD鑑賞。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
8
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

第
9
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護実践における連携について理解を深めることができる。

各コマに
おける

授業予定

利用者を支援するさまざまな専門職について、基礎的な理解を深
め、多職種連携のあり方を学び、チームアプローチの心構えを養
う。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

介護実践における連携について理解を深めることができる。

地域連携の意義と目的について学び、地域にはどのような機関や
組織があり、どのような役割を果たしているのか、基礎的な理解を
深める。

介護実践における連携について理解を深めることができる。

地域にはどのような機関や組織があり、どのような役割を果たして
いるのか、基礎的な理解を深める。地域連携を進めるための、介護
職の取るべき行動や考え方について理解する。

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

多職種連携（チームアプローチ）の意義と目的を学ぶ。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護実践における連携について理解することができる。

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護における安全の確保とリスクマネジメントについて理解を深め
ることができる。

各コマに
おける

授業予定
介護施設でみられる感染症の特性や対処方法について学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉士として関わる多職種との連携や役割、介護職員自身の
健康管理に必要な基礎知識と技術を身に付けることができる。

各コマに
おける

授業予定
介護の特徴から、介護職自身の健康管理の必要性を学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護に携わる人の健康管理について理解を深めることができる。

各コマに
おける

授業予定

介護職に起こりやすいこころとからだの障害（疾病）を学び、心身障
害（疾病）の予防と対策を理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護に携わる人の健康管理について理解を深めることができる。

各コマに
おける

授業予定

介護職の健康や安全問題について事業者の取り組むべきことを理
解し、労働安全対策と安全衛生管理体制などを学ぶ。



第
15
回

・教科書　中央法
規　新　介護福祉
士養成講座「介
護の基本Ⅱ」
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題があれば、実施して
おく。

講
義
形
式

各コマに
おける

授業予定
試験に向けて、全１５回の振り返りを行う。



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

介護保険法によって規定される、介護の範囲を理解できる。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険法によって規定される、介護の範囲を理解できる。

各コマに
おける

授業予定

・介護サービス内容の変化
・社会福祉士及び介護福祉士法

・老人福祉法によって、規定された老人福祉施設
・介護サービス内容の変化

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

授業で行った内容を、教科書や使用した授業プリントなどを用いて復習を行う。
特に実習前には、授業で得た知識を施設実習で活かすことのできるよう、関連付けておく。実習後も振り返りを行い、実習での学
びを結びつける。

科目修了試験：70％　　出席評価点：20％　　平常評価点10％

第
4
回

使用教材

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
5
回

第
2
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
3
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

内　　　容

介護福祉士を取りまく状況を理解することができる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

・介護福祉、介護の基本Ⅰについて
・介護の成り立ちについて

科  目  名

介護福祉科

介護の基本Ⅰ

科　目　区　分

教科書：中央法規　最新・介護福祉士養成講座　介護の基本Ⅰ

利用者及び自立に向けた介護実践に関わる概念や考え方を理解する。
介護の専門性の理解を深め、介護を「科学する力」を養う

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

401・402水曜1.2限目１年生 教室名

介護の基本について必要な知識を学びます。 介護の専門職としての姿勢や考え方を理解し、介護福祉士としての基礎を身に
つけてい きましょう。

担 当 教 員 坂本　愛子
実務経験と

その関連資格
特別養護老人ホームにて介護福祉士として勤務。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉を取りまく状況について理解できる。

各コマに
おける

授業予定
・介護の成り立ち、介護サービス

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

老人福祉法が成立した社会的背景を理解することができる。

各コマに
おける

授業予定

・「介護」が生まれた社会的背景
・老人福祉法



第
14
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
12
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
13
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

・社会福祉士及び介護福祉士法の概念を理解できる。　・介護福祉
士の活動の場と役割を理解できる。

・小テスト
・地域包括ケアシステム

第
10
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
11
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会福祉士及び介護福祉士法の概念を理解できる。

各コマに
おける

授業予定

・社会福祉士及び介護福祉士法
・介護福祉士が守るべき業務規程

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

介護福祉士の基本となる理念を理解できる。

・尊厳を支える介護
・自立を支える介護

第
8
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
9
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉士の基本となる理念を理解できる。

各コマに
おける

授業予定

介護福祉職の支援行為の方向性

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

介護福祉士の定義規定の変遷について理解できる。

・訪問介護における介護サービスの内容
・定義規定の変遷

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

介護福祉士の定義規定の変遷について理解できる。

・介護実践における基本的概念　・介護保険法

・社会福祉士及び介護福祉士法
・定義規定

介護福祉士の定義規定の変遷について理解できる。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前期の学びにより、介護の全体像についての理解が深まり、まとめ
ることができている。

各コマに
おける

授業予定
試験に向けて、全１５回の振り返りを行う。

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉士の活躍の場と役割を理解できる。

各コマに
おける

授業予定

・介護予防
・医療的ケア、災害時のケア

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉士に求められる役割を理解できる。

各コマに
おける

授業予定

・役割とその養成
・専門職能団体



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

介護福祉を必要とする人たちの暮らしを理解することができる。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生活ニーズや生活のしづらさ、その支援について理解することがで
きる。

各コマに
おける

授業予定

私たち自身の生活を見直すことで、その人らしさや生活ニーズの多
様性、生活のしづらさの理解や支援について理解する。

介護福祉を必要とする人たちの多様性を理解し、介護福祉職の関
わる高齢者・障害者の事例を学ぶ。

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

授業で行った内容を、教科書や使用した授業プリントなどを用いて復習を行う。また、特に実習前には、授業で得た知識を施設
実習で活かすことのできるよう、関連付けておく。

科目修了試験：70％　　出席評価点：20％　　平常評価点10％

第
4
回

使用教材

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
5
回

第
2
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
3
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

内　　　容

生活においての構成や要素を理解することができる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

「生活」とは何かを示し、どのような特性をもっているのかを学び、
「生活」についての基本を理解する。

科  目  名

介護福祉科

介護の基本Ⅱ

科　目　区　分

教科書：中央法規　介護福祉士養成講座　介護の基本Ⅱ

「介護を必要とする人の生活を支援する」という観点から、介護を受けて生活する人およびその生活について学ぶことができる。
介護福祉の基本となる理念や地域を基盤とした生活の継続性を支援するためのしくみを理解し、介護を受けて生活する方の
フォーマルおよびインフォーマルな支援や、地域連携について学びを深めることができる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

401・402木曜１・２限１年生 教室名

介護の基本という科目名の通り、介護福祉士を目指す上での理念や役割などについての理解が必要です。専門職としての能力
を養うため、理解できていない状態で終えないよう、また見逃さないよう受講することを期待します。

担 当 教 員 北川　千尋
実務経験と

その関連資格
特別養護老人ホームに、有料老人ホームなどに勤務した。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉士を取り巻く状況について理解することができる。

各コマに
おける

授業予定

介護福祉士の誕生経緯や介護福祉士制度、また、社会福祉士及
び介護福祉士法について理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会福祉士及び介護福祉士法についての理解を深めることができ
る。

各コマに
おける

授業予定
介護福祉士が守るべき義務規定の意味を理解する。



第
14
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
12
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
13
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉を必要とする人の生活を支えるインフォーマルサービスを
理解することができる。

フォーマルサービスとの関係性や、一般的に想定されるインフォー
マルサービスについて理解する。

第
10
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
11
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉を必要とする人の生活を支えるフォーマルサービスにつ
いて理解を深めることができる。

各コマに
おける

授業予定

障害者のためのフォーマルサービスについて理解する。フォーマ
ルサービスについての復習を行う。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

介護福祉を必要とする人の生活を支えるしくみを理解することがで
きる。

介護保険法における、地域密着型サービス・地域支援事業・障害
者のためのフォーマルサービスについて理解する。

第
8
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
9
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護福祉を必要とする人の生活を支えるしくみを学ぶことができ
る。

各コマに
おける

授業予定

介護保険法におけるサービス等の種類や、居宅サービス・施設
サービスなどのフォーマルサービスを理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

介護福祉士の倫理について理解を深めることができる。

事例を用いたグループワークを行う。

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

介護福祉士の倫理について理解することができる。

介護に携わる人が持つべき職業倫理や、プライバシーに配慮した
介護などを学び、日本介護福祉士会倫理綱領について理解する。

専門職能団体の意義と目的を理解する。

介護における専門職能団体の活動について理解することができ
る。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　介護福祉士
養成講座　介護
の基本Ⅱ
・配布資料

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護を必要とする方の生活やその支援方法を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
試験に向けて、全１５回の振り返りを行う。

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域連携について理解することができる。

各コマに
おける

授業予定
地域連携の意義と目的、ユニットケアについて理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域連携について理解を深めることができる。

各コマに
おける

授業予定
地域福祉に関わる組織や団体、担い手について理解する。



年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
グループワークの内容を発表する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、現場での体験から介護技術の復習ができる。

各コマに
おける

授業予定
グループワークの内容を発表する。（前回の続き）

2025

専門分野 授業の方法 演習

授業時数(単位数)必修

・実習で学んだ現場での介護技術を復習しておく
・介護技術の応用について教科書等で予習しておく

科目終了試験（70％）　出席評価点（20％）　平常点（10％）

第
4
回

使用教材

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

授業以外での準備学習
の具体的な内容

実習で学んだ介護技術
を復習しておく。

第
5
回

第
2
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

実習で学んだ介護技術
を復習しておく。

第
3
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

実習で学んだ介護技術
を復習しておく。グルー
プでの意見をまとめてお
く。

内　　　容

実習を振り返り、現場での体験から介護技術の復習ができる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

実習で学んだ介護技術
を復習しておく。グルー
プでの意見をまとめてお
く。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、現場での体験から介護技術の復習ができる。

科  目  名

介護福祉科

生活支援技術Ⅲ

科　目　区　分

中央法規出版　新・介護福祉士養成講座「生活支援技術Ⅱ]　　第2版

現場で実際に行われている応用の介護技術について、グループワーク・ビデオ鑑賞を通して学習する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

601.502.介護実習室水曜日3・4限2年生 教室名

・必ずグループで協力して行う。
・提出物もグループの連帯責任とする。

担 当 教 員 尾崎朱理
実務経験と

その関連資格
介護福祉士として介護老人保健施設にて5年勤務

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

実習で学んだ介護技術
を復習しておく。グルー
プでの意見をまとめてお
く。

・実習Ⅱ-②のなかで、学んだ現場での介護技術について個々
に振り返る。
・介助の良かったポイント、悪かったポイントを考える。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、現場での体験から介護技術の復習ができる。

各コマに
おける

授業予定

・実習で学んだ介護技術について、個々に考えたことをグルー
プで話し合う。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、現場での体験から介護技術の復習ができる。

各コマに
おける

授業予定

グループで話し合った内容をまとめ、発表に向けての準備を行
う。



第
14
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

後期に学んだ内容を復
習しておく

第
12
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

教科書の指定部分を事
前に読んでおく

第
13
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

後期に学んだ内容を復
習しておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

・AEDの使い方を身につけることができる。

第
10
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

授業内容について教科
書などで調べておく

第
11
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

教科書の指定部分を事
前に読んでおく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

応用の移乗介助を身につけ、移乗ができるようになる。

各コマに
おける

授業予定

・床に座った状態から車椅子への移乗方法について学習する
（体育室にて）

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

・医療的な知識・技術を身につけることができる。

各コマに
おける

授業予定
・ストマの使い方、包帯の巻き方、服薬について学習する。

第
8
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

授業内容について教科
書などで調べておく

第
9
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

授業内容について教科
書などで調べておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

・福祉用具を使用した移乗方法を学び、できるようになる。

各コマに
おける

授業予定

・スライディングボードやスライディングシートを使用した移乗方
法を学習する。

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

・応用の移乗介助を身につけ、移乗ができるようになる。

各コマに
おける

授業予定

・ビデオ鑑賞
・床に座った状態から車椅子への移乗方法について学習する。
（体育室にて）

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

授業内容について教科
書などで調べておく・椅子を使った移乗介助（一部介助、全介助）について学習す

る。

授業内容について教科
書などで調べておく

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

後期に学んだ内容を復
習しておく

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

・応用の移乗方法を身につけ、移乗ができるようになる。

各コマに
おける

授業予定

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　レジュメ配布

授業の
方法 内　　　容

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

・応用の移乗方法を身につけ、移乗ができるようになる。

各コマに
おける

授業予定
スーパートランスについて学習する。（ビデオ鑑賞、実践）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

・後期試験に向けての対策ができる。

各コマに
おける

授業予定
・試験内容練習

各コマに
おける

授業予定
AEDの使い方、使用時の注意点について学習する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

・後期に学んだ応用の介護技術が身についている。

各コマに
おける

授業予定
・後期に学んだ応用の介護技術の振り返りを行い、復習する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

・後期試験に向けての対策ができる。

各コマに
おける

授業予定
・試験内容の発表、対策



年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

他のグループ発表に疑問を持ち質問することができる。
自身に取り入れることができる

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）

2025

専門分野 授業の方法 演習

授業時数(単位数)必修

教科書の指定部分、プリント（チェックシート）を確認し、介護技術の基本と応用を予習・復習しておく

科目終了試験（70％）　出席評価点（20％）　平常点（10％）

第
4
回

使用教材

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅲ」第2
版

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書の指定した範囲
を読んでおく。1年生で
学んだ介護技術を復習
しておく。

第
5
回

第
2
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅲ」第2
版

教科書の指定した範囲
を読んでおく。1年生で
学んだ介護技術を復習
しておく。

第
3
回

実技国家試験過
去問題
授業プリント

発表時の担当を確認し
準備・練習しておく。

内　　　容

授業オリエンテーションを通じて授業で学ぶことを理解する。
障害別の支援を学ぶ意義を理解する。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

実技国家試験過
去問題
授業プリント

発表時の担当を確認し
準備・練習しておく。

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

グループで考えたケアを実演し、改善することができる

科  目  名

介護福祉科

生活支援技術Ⅲ

科　目　区　分

中央法規出版　新・介護福祉士養成講座「生活支援技術Ⅱ]　　第2版
中央法規出版　実技試験のチェックポイント
国学評価社　わかる介護技術DVD　介護福祉士国試実技試験対策　第2版

・自立支援を重視し、事例に基づいて支援内容を考え実践できるようになる。
・グループで支援内容を考え、チームで取り組む力を身につけることができる。
・事例問題を繰り返し実施し、応用力が身につくようになる。
・介護観を確立することができる

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

601.502.介護実習室火曜日2・4限2年生 教室名

・グループ力をつけられるよう、常にチームで協力する。
・介護技術の基本を理解した上で、応用力を身につける

担 当 教 員 尾崎　朱理
実務経験と

その関連資格
介護福祉士として介護老人保健施設にて5年勤務

実技国家試験過
去問題

教科書の指定した範囲
を読んでおく。1年生で
学んだ介護技術を復習
しておく。

授業オリエンテーション
利用者の状態・状況に応じた生活支援技術を理解する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

福祉用具を使用した移動について理解できる
実習中によくある介護技術を身に着けることができる

各コマに
おける

授業予定
施設で活用されている移動介護について

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例問題を読み解き、それぞれの意見を統合して統一されたケ
アを考えることができる

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）



第
14
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第4
版

教科書の指定した範囲
を読んでおく。3年生の
理論で学んだことを復習
しておく。

第
12
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版

教科書の指定した範囲
を読んでおく。1年生の
理論で学んだことを復習
しておく。

第
13
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第3
版

教科書の指定した範囲
を読んでおく。2年生の
理論で学んだことを復習
しておく。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

利用者の詰めの状態を理解できる
利用者にとって安心・安全な爪切りの技術を習得できる

第
10
回

実技国家試験過
去問題
授業プリント

発表時の担当を確認し
準備・練習しておく。

第
11
回

実技国家試験過
去問題
授業プリント

発表時の担当を確認し
準備・練習しておく。

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

グループで考えたケアを実演し、改善することができる

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

他のグループ発表に疑問を持ち質問することができる。
自身に取り入れることができる

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）

第
8
回

実技国家試験過
去問題
授業プリント

発表時の担当を確認し
準備・練習しておく。

第
9
回

実技国家試験過
去問題

教科書の指定した範囲
を読んでおく。1年生で
学んだ介護技術を復習
しておく。

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

他のグループ発表に疑問を持ち質問することができる。
自身に取り入れることができる

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例問題を読み解き、それぞれの意見を統合して統一されたケ
アを考えることができる

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）

実技国家試験過
去問題
授業プリント

発表時の担当を確認し
準備・練習しておく。

国家試験実技問題（グループで事例検討）

教科書の指定した範囲
を読んでおく。1年生で
学んだ介護技術を復習
しておく。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

新・介護福祉士
養成講座「生活
支援技術Ⅱ」第2
版　　実技試験
チェックポイント

前期で学んだ内容を復
習し、実践できるようにし
ておく。

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

グループで考えたケアを実演し、改善することができる

各コマに
おける

授業予定

実技国家試験過
去問題

授業の
方法 内　　　容

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例問題を読み解き、それぞれの意見を統合して統一されたケ
アを考えることができる

各コマに
おける

授業予定
国家試験実技問題（グループで事例検討）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前期のまとめ、実習に向けて

各コマに
おける

授業予定
前期のまとめ、技術の振り返り

各コマに
おける

授業予定
整容（爪切り）について

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

利用者の皮膚状態を理解できる。男女の違いを理解できる
利用者にとって安心・安全な髭剃りの技術を習得できる

各コマに
おける

授業予定
整容（髭剃り）について

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

様々な立位状況の方にあったトイレ誘導の技術を身に着けられ
る

各コマに
おける

授業予定
排泄介助（トイレ誘導）について



年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

授業オリエンテーション、介護過程、実習で作成した介護計画の
振り返り

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、介護過程の展開を学び、理解できる。

各コマに
おける

授業予定
介護過程の展開　情報収集～情報の解釈・関連付け・統合化

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、介護過程の展開を学び、理解できる。

各コマに
おける

授業予定
介護過程の展開　介護計画の立案、介護の実施、評価

上木大雅
実務経験と

その関連資格
介護福祉士
介護老人保健施設にて５年勤務

科  目  名

介護福祉科

介護過程Ⅰ

科　目　区　分

最新　介護福祉士養成講座9　介護過程第2版（中央法規）　ヘルプマンに学ぶ介護過程（中央法規）

これまでに学んだ介護の知識、技術を活かし介護過程を展開する上で利用者の個別性を理解する。介護計画を立案を通じて、
利用者主体の適切な介護サービスの意味を理解できるようにする。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

502火曜日１限2年生 教室名

介護現場において根拠のある生活支援をするために必要な内容です。学内の講義と実習での演習を繋ぐ学びを意識すること。

担 当 教 員

使用教材

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・教科書を事前に読んで
おくこと。

第
5
回

第
2
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

第
3
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

内　　　容

介護過程の実践的展開、実習で作成した介護計画を振り返り学
ぶことができる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

実習を振り返り、介護過程の展開を学び、理解できる。

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

実習で作成した介護計画の振り返りをしておく。事例問題の際は、事前に連絡するので事例を読んでおくこと。介護実習での介
護計画の立案・実施

科目終了試験：70％　出席評価：20％　平常評価点10％

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

介護過程の展開　介護の実施の記録表の作成と評価の記入につ
いて

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実践的展開、介護計画の立案

各コマに
おける

授業予定

介護計画事例実践①　アセスメント（情報収集、情報の解釈・関連
付け・統合化）



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前期のまとめを通し、振り返りができる。

各コマに
おける

授業予定
前期のまとめ、テストについての説明。

各コマに
おける

授業予定
事例より、介護計画の立案ができる。（計画の立案）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護計画の作成を振り返り、介護過程の展開について理解を深
める。

各コマに
おける

授業予定
作成した介護計画について、グループで共有し意見を出し合う。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護計画の作成を振り返り、介護過程の展開について理解を深
める。

各コマに
おける

授業予定
施設実習に向けて介護計画の振り返り

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実践的展開、介護計画の立案

各コマに
おける

授業予定
介護計画事例実践②　生活課題の明確化、介護計画の立案

第
15
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実践的展開、介護計画の立案

各コマに
おける

授業予定

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。介護計画事例実践③　介護計画の立案、実施記録表の作成

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

第
8
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

第
9
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程　国家試験対策①

各コマに
おける

授業予定
介護過程国家試験ミニテストの実施、解答解説

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程　国家試験対策②

各コマに
おける

授業予定
介護過程国家試験ミニテストの実施、解答解説

第
10
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

第
11
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実践的展開、介護計画を立案できる。

各コマに
おける

授業予定
事例より、介護計画の立案ができる。（アセスメント）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実践的展開、介護計画を立案できる。

各コマに
おける

授業予定
事例より、介護計画の立案ができる。（計画の立案）

第
14
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

第
12
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

第
13
回

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版
ヘルプマンに学
ぶ介護過程

・教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。プリ
ントを見直す。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実践的展開、介護計画を立案できる。



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

清水　公二
実務経験と

その関連資格
介護福祉士
特別養護老人ホームにて約10年勤務

科  目  名

介護福祉科

介護過程Ⅱ

科　目　区　分

教科書：新・介護福祉士養成講座　介護過程

これまで学んだ介護の知識、技術を活かし介護過程を展開する上で利用者に個別性を理解する。また、介護計画を立案し利用
者主体の適切な介護サービスの意味を理解できるようにする。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

502・体育室月曜3限２年生 教室名

介護現場において根拠ある生活支援をするために必要な内容です。学内の講義と実習での演習を繋ぐ学びを意識すること。

担 当 教 員

使用教材

・配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
5
回

第
2
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
3
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

内　　　容

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

介護実習において介護計画の立案・実施および振り返り

科目修了試験：70％　　出席評価点：20％　　平常評価点10％

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

第
15
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

・配布資料

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー

ションをとることによって理解することができる

関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
8
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
9
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

第
10
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
11
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

第
14
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
12
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
13
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

清水　公二
実務経験と

その関連資格
介護福祉士
特別養護老人ホームにて約10年勤務

科  目  名

介護福祉科

介護過程Ⅲ

科　目　区　分

教科書：新・介護福祉士養成講座　介護過程

これまで学んだ介護の知識、技術を活かし介護過程を展開する上で利用者に個別性を理解する。また、介護計画を立案し利用
者主体の適切な介護サービスの意味を理解できるようにする。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

502・体育室月曜4限２年生 教室名

介護現場において根拠ある生活支援をするために必要な内容です。学内の講義と実習での演習を繋ぐ学びを意識すること。

担 当 教 員

使用教材

・配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
5
回

第
2
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
3
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

内　　　容

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

介護実習において介護計画の立案・実施および振り返り

科目修了試験：70％　　出席評価点：20％　　平常評価点10％

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

第
15
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

・配布資料

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー

ションをとることによって理解することができる

関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
8
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
9
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

第
10
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
11
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる

各コマに
おける

授業予定

福祉業界の専門領域の知識を、施設職員と積極的にコミュニケー
ションをとることによって理解することができる

第
14
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
12
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

第
13
回

・配布資料
関連する施設のﾊﾟﾝﾌﾚｯ
ﾄやホームページをよく
見ておくこと

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

業界セミナーに参加し、各施設に理念や概要、取り組みなどの情報を得て
比較分析し研究することができる



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。各コマに

おける
授業予定

情報収集を進めていく上での事実をどのように捉えるか、事例を使
いワークシートに記録する。記録の注意点も理解する。把握すべき
事実とその事実をカテゴリーに分ける。

各コマに
おける

授業予定

情報収集→計画立案→実施→評価のサイクルを講義を通じて理
解する

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

情報収集の中の事実を理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

アセスメントを理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

各コマに
おける

授業予定

生活における目的と目標の意義を理解するためにグループ討議す
る

各コマに
おける

授業予定
生活支援技術で学んだ内容を介護過程と繋ぎ合わせる

各コマに
おける

授業予定

介護過程の概要を理解し、自分自身の生活課程の展開をワーク
シートに記入する。

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の意義を理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程を展開する意味を理解することできる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の意義を理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

最新　介護福祉士養成講座9　介護過程第2版（中央法規）

介護実習において介護計画の立案・実施

介護現場において根拠ある生活支援をするために必要な内容です。学内の講義と実習での演習を繋ぐ学びを意識すること。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

科目修了試験：70％　　出席評価点：20％　　平常評価点10％

これまで学んだ介護の知識、技術を活かし介護過程を展開する上で利用者に個別性を理解する。また、介護計画を立案し利用
者主体の適切な介護サービスの意味を理解できるようにする。

担 当 教 員 上木大雅
実務経験と

その関連資格
介護福祉士として介護老人保健施設にて５年勤務

対 象 学 年 １年生 学期及び曜時限 金曜1・2限 教室名 401・402

講義

科  目  名 介護過程Ⅰ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 介護福祉科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。各コマに

おける
授業予定

介護計画事例問題に取り組む　解説

各コマに
おける

授業予定
介護計画事例問題に取り組む　解説

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例を通して、介護過程の実際について学ぶことができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

事例を通して、介護過程の実際について学ぶことができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。各コマに

おける
授業予定

実習施設で行われている支援（ケアプラン）を参考に支援の内容を
解釈し方法を理解する

各コマに
おける

授業予定

実習施設で行われている支援（ケアプラン）を参考にアセスメントを
解釈する

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実際を学び理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程の実際を学び理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

各コマに
おける

授業予定

高齢者の能力を見極める上で、どのような視点で観察するかグ
ループワークで討議した内容を発表し学びを深める

各コマに
おける

授業予定

高齢者の能力を見極める上で、どのような視点で観察するかグ
ループワークで討議しまとめる

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

各コマに
おける

授業予定
講義でICFについての理解を深める

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程におけるICFを理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程におけるICFを理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

各コマに
おける

授業予定

情報収集を進めていく上での事実をどのように捉えるか、事例を使
いワークシートに記録する。記録の注意点も理解する。把握すべき
事実とその事実をカテゴリーに分ける。

各コマに
おける

授業予定

情報収集を進めていく上での事実をどのように捉えるか、事例を使
いワークシートに記録する。記録の注意点も理解する。把握すべき
事実とその事実をカテゴリーに分ける。

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程におけるICFを理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護過程におけるICFを理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。各コマに

おける
授業予定

高齢者の能力を見極める上で、どのような視点で観察するかグ
ループワークで討議する

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

情報収集の中の事実を理解することができる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

情報収集の中の事実を理解することができる 最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

最新　介護福祉
士養成講座9　介
護過程第2版（中
央法規）
配布プリント

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと。



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
認知症の人の心理

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

中核症状とは何かを理解する。代表的な中核症状と脳の病変部
位との関係を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
中核症状の理解①

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

指定した教科書を事前に読んでおくこと、毎回授業の最初に前回授業内容についての確認をするので、復習しておくこと。

出席（20％）レポート課題、参加度（10％）、試験（70％）

第
4
回

使用教材

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

授業以外での準備学習
の具体的な内容

使用教材２ページから１
０ページまでを読んでお
くこと。

第
5
回

第
2
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材１２ページから
１８ページまでを読んで
おくこと。

第
3
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材２５ページから
２８ページまでを読んで
おくこと。

内　　　容

認知症の全体像をとらえる。認知症の特徴を理解できる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材３２ページから
３５ページまでを読んで
おくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

不安・喪失感を抱く理由を理解する。視点取得という認知機能を
フル活用したケアについて理解できる。

科  目  名

介護福祉科

認知症の理解

科　目　区　分

最新　介護福祉士養成講座１３　認知症の理解（中央法規）

認知症の本質や認知症の人の心理状態、認知症特有の症状やケア、認知症を取り巻く社会環境などを正しく理解し、認知症
の人に対する適切な全人的ケアを提供できるようになる知識を習得できる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

401・402火曜3・4限１年生 教室名

認知症について基本的な知識と技術を備えることができるよう目標をもって取り組むこと

担 当 教 員 石坪　浩規
実務経験と

その関連資格
介護老人保健施設　介護職１５年勤務　　特別養護老人ホーム　介護職3年勤務

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材１８ページから
２３ページまでを読んで
おくこと。

認知症とは何か

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

脳の構造機能と症状の関係を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
脳のしくみ①

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症と区別するべき状態を理解する。老化にともなう脳の変化
を知り、認知症との関連を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
脳のしくみ②



第
14
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材９３ページから
９６ページまでを読んで
おくこと。

第
12
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材７２ページから
８５ページまでを読んで
おくこと。

第
13
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材８７ページから
９１ページまでを読んで
おくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前頭側頭型認知症や治療可能な認知症など認知症の原因疾患の病
態や症状を理解する。原因疾患により症状や経過も異なることを理解で
きる。

第
10
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材６２ページから
７０ページまでを読んで
おくこと。

第
11
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材７２ページから
７８ページまでを読んで
おくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の診断要件を理解する。認知機能と重症度の評価法を
理解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症の診断と重症度

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

アルツハイマー型認知症やレビー小体型認知症など認知症の
原因疾患の病態や症状を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症の原因疾患と症状・生活障害①

第
8
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材４７ページから
５４ページまでを読んで
おくこと。

第
9
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材４７ページから
６０ページまでを読んで
おくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

BPSDの定義と医学モデルであることを理解できる。

各コマに
おける

授業予定
BPSDの理解①

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

BPSDのさまざまな背景要因を理解する。個々のBPSDの概要を
知り、理解できる。

各コマに
おける

授業予定
BPSDの理解②

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材４０ページから
４５ページまでを読んで
おくこと。生活障害の理解

使用教材３２ページから
３９ページまでを読んで
おくこと。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

使用教材２ページから９
７ページまでの内容を復
習しておくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の生活障害の重要性を理解する。IADL、ADL、参加（家
庭内と社会）の障害を理解できる。

各コマに
おける

授業予定

最新・介護福祉
士養成講座１３
認知症の理解

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

中核症状とは何かを理解する。代表的な中核症状と脳の病変部
位との関係を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
中核症状の理解②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

学んだ内容について理解ができているか再確認できる。

各コマに
おける

授業予定
試験対策・まとめ

各コマに
おける

授業予定
認知症の原因疾患と症状・生活障害②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

アルツハイマー型認知症治療薬の作用機序や副作用、効果の
限界を理解する。ＢＰＳＤに対して用いられる薬の作用・副作用
を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症の治療薬

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症予防とは発症・進行を遅らせることであると学び、さまざま
な危険因子・保護因子を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症の予防



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材１２３ページか
ら１３７ページまでを読ん
でおくこと。

前期の復習（認知症の原因疾患、中核症状、周辺症状）

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の人の体験・本人本位の視点について学び、立場による
視点を理解できるようになる。

各コマに
おける

授業予定

事例などを通じて、認知症の人の体験・本人本位の視点につい
て学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の人の体験・本人本位の視点について学び、立場による
視点を理解できるようになる。

各コマに
おける

授業予定

事例などを通じて、認知症の人の体験・本人本位の視点につい
て学ぶ。

石坪　浩規
実務経験と

その関連資格
介護老人保健施設　介護職１５年勤務　　特別養護老人ホーム　介護職4年勤務

科  目  名

介護福祉科

認知症の理解

科　目　区　分

最新　介護福祉士養成講座１３　認知症の理解（中央法規）

認知症の本質や認知症の人の心理状態、認知症特有の症状やケア、認知症を取り巻く社会環境などを正しく理解し、認知症
の人に対する適切な全人的ケアを提供できるようになる知識を習得できる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

601・502火曜3・4限２年生 教室名

認知症について基本的な知識と技術を備えることができるよう目標をもって取り組むこと。

担 当 教 員

使用教材

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

授業以外での準備学習
の具体的な内容

前期で使用した教科書
の内容やプリントを復習
する。

第
5
回

第
2
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材１２３ページか
ら１３７ページまでを読ん
でおくこと。

第
3
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材１２３ページか
ら１３７ページまでを読ん
でおくこと。

内　　　容

認知症の原因疾患、中核症状、周辺症状についての理解がで
きるようになる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材１００ページか
ら１０９ページまでを読ん
でおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の人の思いを理解し、支援内容を考えるための基本を学
び、理解できる。

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

指定した教科書を事前に読んでおくこと、毎回授業の最初に前回授業内容についての確認をするので、復習しておくこと。

出席（２０％）、レポート課題・参加度(１０％）、試験（７０％）

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

認知症当事者の視点からみえるもの

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの認知症を取り巻く背景を学び、認知症ケアの今後の
方向性について考えることができる。

各コマに
おける

授業予定
認知症を取り巻く状況　これまで－今－これから



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

今まで学んできた認知症についての理解を深めることができる。

各コマに
おける

授業予定
後期のまとめ

各コマに
おける

授業予定
家族への支援／介護福祉職への支援

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

新オレンジプランに位置づけられた機関やサービスを理解でき
る。

各コマに
おける

授業予定
制度、サービス、期間、地域づくり

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の人が地域で継続して暮らすために、多職種連携と協働が必
要であることを理解できる。

各コマに
おける

授業予定
多職種連携と協同

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症ケアの理念と倫理、認知症の人とのかかわりについて学
び理解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症ケアの理念と視点

第
15
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

今までの授業で使用し
た教科書の内容やプリ
ントを復習する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

パーソン・センタード・ケアを理解し、認知症の人の言動の背景
にはさまざまな要因が影響していることを学び理解できる。

各コマに
おける

授業予定

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材１４０ページか
ら１７９ページまでを読ん
でおくこと。パーソン・センタード・ケア／認知症の人の理解と認知症の人の

特性をふまえたアセスメント・ツール

使用教材１１０ページか
ら１２１ページまでを読ん
でおくこと。

第
8
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材１８１ページか
ら２１５ページまでを読ん
でおくこと。

第
9
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材２１７ページか
ら２３５ページまでを読ん
でおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の人とのコミュニケーションにおける留意点について理解でき
る。認知症の人の生活障害へのケアについて理解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症の人とのコミュニケーション／認知症の人へのケア

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護を受ける人の能力をうばわない重要性を学び、介護のゴー
ルは相手とよい関係を築くことであると理解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症の人へのさまざまなアプローチ

第
10
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材２３７ページか
ら２４３ページまでを読ん
でおくこと。

第
11
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材２４５ページか
ら２５５ページまでを読ん
でおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

終末期における高齢者の現状、認知症の人がかかえる課題を理
解できる。

各コマに
おける

授業予定
認知症の人の終末期医療と介護

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

環境の要素を理解し、とくに認知症の人にとっての物理的環境の役割
と重要性を知ることができる。

各コマに
おける

授業予定
環境づくり

第
14
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材３０６ページか
ら３２１ページまでを読ん
でおくこと。

第
12
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材２５８ページか
ら２９１ページまでを読ん
でおくこと。

第
13
回

最新・介護福祉
士養成講座１３認
知症の理解

使用教材２９４ページか
ら３０５ページまでを読ん
でおくこと。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

家族介護者を支える介護福祉職の役割を理解する。また、介護福祉職が現場で
やりがいをもって、安心して働き続けられる環境を整備する方法を学び、理解でき
る。



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
知的障害の特性について理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

精神障害の特性について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
精神障害の特性について理解する。

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

テキストやレジュメに出てきた重要な語句、説明について各自で考え、工夫して覚えるようにする。
とくに、他の科目にも出てくる語句は重要なため、とくに意識して覚えるようにする。

定期試験7０％、授業態度１０％、出席２０％

第
4
回

使用教材

教科書
配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書の当該箇所を一
読してくる

第
5
回

第
2
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

第
3
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

内　　　容

障害とは何かを考えることが出来る。聴覚障害の特性について説
明することができるようになる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

知的障害ついて説明することができるようになる。

科  目  名

介護福祉科

障害の理解

科　目　区　分

最新　介護福祉士養成講座１４　障害の理解　(中央法規出版）

障害の概念、障害福祉の基本理念、障害者福祉制度を学ぶことで、介護福祉職が障害のある人と向き合うための基礎的知識を
身につける。また、障害福祉を取り巻く最新の動向を理解し、障害のある人の自立に向けた生活支援の視点について学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

401・402火曜1・2限1年生 教室名

介護福祉士として関わる対象は高齢者だけでないことを認識し、障害の理解をする。ひとつの科目としてみるのではなく、他の科
目と関連させながら学習し、幅広い知識や関心を深めていくようにし、イメージする力をつけてほしい。

担 当 教 員 松田　若那
実務経験と

その関連資格
社会福祉士を取得後、病院で医療ソーシャルワーカーとして勤務。その後、相談支援専
門員として児童の計画相談業務に従事。

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

オリエンテーション。障害とは何かを考える。
聴覚障害の特性について理解する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

言語障害、重複障害の特性について説明することができるようにな
る。

各コマに
おける

授業予定
言語障害、重複障害の特性について理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害のある人の心理について説明することができるようになる。

各コマに
おける

授業予定
障害のある人の心理について理解する。



第
14
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

第
12
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

第
13
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

チープアプローチについて説明できるようになる。

第
10
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

第
11
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

難病の定義や、基礎的知識を理解し、説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
難病の定義や、基礎的知識を理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域のサポート体制について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
地域のサポート体制について学ぶ。

第
8
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

第
9
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

内部障害の特性に応じた支援について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
内部障害の特性に応じた支援について学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

発達障害の特性について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
発達障害の特性について理解する。

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

内部障害の特性や基礎知識について理解する。

教科書の当該箇所を一
読してくる

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

教科書
配布資料

教科書の当該箇所を一
読してくる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

内部障害の特性や基礎知識について理解し、説明できるようにな
る。

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布資料

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

高次脳機能障害ついて説明することができるようになる。

各コマに
おける

授業予定
高次脳機能の特性について理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉制度と介護保険制度の違いについて理解し、当該科
目における理解を深められる。

各コマに
おける

授業予定

障害者福祉制度と介護保険制度の違いについて学び、当該科目
における理解を深める。

各コマに
おける

授業予定
チームアプローチのあり方や他職種連携について学ぶ

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

家族への支援方法について説明できるようになる。

各コマに
おける

授業予定
家族への支援方法について学ぶ。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

家族の介護力の評価と介護負担の軽減について説明できるように
なる。

各コマに
おける

授業予定
家族の介護力の評価と介護負担の軽減について学ぶ。



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義

科  目  名 発達と老化の理解 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 介護福祉科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 向出　佳司
実務経験と

その関連資格
臨床心理士の資格を活かし、大学や社会福祉施設、専門職研修にてスーパービジョンを
履践。またその経験を事例研究や国家試験対策などの授業に活かし教鞭を取る。

対 象 学 年 1年生 学期及び曜時限 水曜３・４限 教室名 401・402

・教科書：『介護福祉士養成講座１２　　発達と老化の理解』　　中央法規

テキストの指定部分を解読し、配布資料内容の理解認識の深化を図り、また授業において指示する。予習・復習・個人研究課題
の精励に務める。

本授業は国家試験レベルの習得と共に、その学習内容が本学実習や就業機関などにて充分活用できるよう努力されたい

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

科目終了試験：７０％　　出席評価点：２０％　　　平常評価点：１０％

人間の成長発達を理解認識するとともに、発達理論のセオリーとプラクティスについて社会的支援活動に活用できる専門的力量
を習得する。本授業内容を通して実践的な専門性、豊かな人間性、開かれた社会性の三位一体としての全人性を醸成する。

各コマに
おける

授業予定

成長・発達の考え方について講義。
成長・発達及び生涯発達について理解する

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

成長・発達の原則、法則について理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)発達の原則
(２)スキャモン
(３)臨界期
(４)敏感期

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生涯発達の段階について理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)成長
(２)発達
(３)生涯発達

・キーワードの予復習
(１)遺伝
(２)環境
(３)発達の最近接領域

各コマに
おける

授業予定

遺伝及び環境に伴う学説を概説し、教育の意味や教育効果につ
いて理解する

各コマに
おける

授業予定

成長・発達のプロセス及びパターン、また発達の節目（臨界期・敏
感期）について理解する

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

成長・発達に影響する要因の理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)ハヴィガースト
(２)レビンソン
(３)フロイト
(４)防衛機制

各コマに
おける

授業予定
第４回の講義を基盤に発達課題の具現的方策について理解する

各コマに
おける

授業予定

ルソーの、子どもに関する思想やピアジェ、エリクソン、バルテスの
発達理論から子ども支援のあり方を理解する

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

人間の成長発達段階における発達課題の捉え方の理解認識を図
ることができる ・テキスト「介護福

祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

多様な発達理論の背景や意義の理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)ルソー
(２)ピアジェ
(３)エリクソン
(４)バルテス



授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)発達障害
(２)脳の３層構造
(３)脳の８番地

各コマに
おける

授業予定

４つの発達障害の特性を脳器質、機能と相互関連解釈を基盤に有
効適切支援について理解する

各コマに
おける

授業予定

原始反射や身体発達はもとより、カウプ指数やローレル指数、BMI
等の理解を通して支援のあり方を理解する

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

発達障害の状態像及び支援について理解認識を図ることができる

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

人間の身体機能の成長と発達に伴う理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)原始反射
(２)カウプ指数
(３)ローレル指数
(４)BMI

・キーワードの予復習
(１)ピアジェ、認知発達
(２)言語発達
(３)アドラーの会話力

各コマに
おける

授業予定

ピアジェの認知発達理論、また各年代の言語発達や会話メゾットに
ついて理解する

各コマに
おける

授業予定

各発達段階における特徴的な疾病や障害の状態像に応じた有効
適切支援について理解する

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生涯発達に伴う心理的機能の理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生涯発達に伴う障害の理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)身体障害
(２)知的障害
(３)精神障害
(４)認知症

・キーワードの予復習
(１)老化
(２)老性自覚
(３)老化学説

各コマに
おける

授業予定

老化の具体像から老年期の心理行動などを考察し、また生物的・
心理的・社会的モデルから多方面理解する

各コマに
おける

授業予定

愛着行動や社会性の発達、さらにマルトリートメントや道徳・向社会
的行動について理解する

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

老年期の定義と老化について理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

発達障害に伴う社会的機能に理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)愛着行動
(２)社会性の発達
(３)コールバーグ
(４)ギリガン

・キーワードの予復習
(１)死別コーピング
(２)セクシュアリティ
(３)フレイル
(４)バトラーの高齢化理
論

各コマに
おける

授業予定

高齢化に伴う社会的変遷やフレイル、セルフネグレクトなど社会的
諸問題とバトラー理論と相関的理解に努める

各コマに
おける

授業予定

ハヴィガーストやエリクソンなどの発達課題を概説し、老年期、晩年
期の人格の尊厳、老いの価値を理解する

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

老年期を巡る今日的社会問題の理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

老年期の発達課題の理論と支援の理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福
祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)ペック
(２)バルテス
(３)ロバート・バトラー
(４)エイジング

・キーワードの予復習
(１)高齢者の疾患
(２)感覚モダリティ
(３)記憶
（MCI、デイメンシア）

各コマに
おける

授業予定

人生の発達段階における今日的問題様相を明確化し、専門家とし
ての支援方策を理解する

各コマに
おける

授業予定

人間の人格変容やライチャードの人生観を基盤に適宜適切、有効
有用な支援策を理解する

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

人生のライフサイクルにおける多面的問題様相の具体像と解決策
の理解認識を図ることができる ・テキスト「介護福

祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

老化に伴う心身の変化変容と支援方策の理解認識を図ることがで
きる ・テキスト「介護福

祉士養成講座12
発達と廊下の理
解」
・配布資料

・キーワードの予復習
(１)感情労働
(２)神経伝達物質
(３)認知症
(４)ライチャード、人生観



年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

世界の障害福祉の流れ（世界人権宣言から国際障害者年、障
害者権利条約まで）について理解する。

各コマに
おける

授業予定

インクルージョンやその他の理念（エンパワメント、ストレングス）に
ついて理解する。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉の基本理念について説明できるようになる。①

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定
ノーマライゼーションの思想あゆみ、意義について理解する。

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉の基本理念について説明できるようになる。④

テキスト
配布資料

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉の基本理念について説明できるようになる。③

テキスト
配布資料

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉の基本理念について説明できるようになる。②

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定
リハビリテーションの意義について理解する。

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害とは何かを考えることが出来る。

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定

オリエンテーション。事例をもとに、障害とは何かについて考え
る。　　　　障害のとらえ方について、利用者・支援者双方の立場
から考える。

最新　介護福祉士養成講座１４　障害の理解　(中央法規出版）

テキストやレジュメに出てきた重要な語句、説明について各自で考え、工夫して覚えるようにする。
特に、他の科目にも出てくる語句は重要なため、意識して覚えるようにする。

介護福祉士として関わる対象は高齢者だけでないことを認識し、障害の理解をする。ひとつの科目としてみるのではなく、他の
科目と関連させながら学習し、幅広い知識や関心を深めていくようにし、イメージする力をつけてほしい。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

定期試験70％、出席２０％、授業態度、振り返りシート１０％

障害の概念、障害福祉の基本理念、障害者福祉制度を学ぶことで、介護福祉職が障害のある人と向き合うための基礎的知識
を身につける。また、障害福祉を取り巻く最新の動向を理解し、障害のある人の自立に向けた生活支援の視点について学ぶ。

担 当 教 員 松田　若那
実務経験と

その関連資格
社会福祉士を取得後、病院で医療ソーシャルワーカーとして勤務。その後、相談支援
専門員として児童の計画相談業務に従事。

対 象 学 年 1年生 学期及び曜時限 水曜3・4限 教室名 401・402

講義

科  目  名 障害の理解 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 介護福祉科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定

障害の概念と障害者福祉の基礎理念、障害福祉に関する制度
について理解を深める。

各コマに
おける

授業予定
視覚障害の状態、特性、支援のあり方を理解する。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

前期各テーマについて振り返り、当該科目への理解を深める。

テキスト
配布資料

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者の基礎的理解と特性に応じた支援について説明できるよ
うになる。

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定
障害者の就労支援について理解する。

各コマに
おける

授業予定
障害者虐待防止法について理解する。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉に関する制度について説明できるようになる。⑤

テキスト
配布資料

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉に関する制度について説明できるようになる。④

テキスト
配布資料

各コマに
おける

授業予定
障害者差別解消法について理解する。

各コマに
おける

授業予定
障害者総合支援法に基づくサービスについて理解する。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定

障害者の現状を理解する。障害者の法的定義と各障害者手帳
について理解する。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉に関する制度について説明できるようになる。③

テキスト
配布資料

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉に関する制度について説明できるようになる。②

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定

ICFとICIDHについて変更のポイントや実践への展開について理
解する。

各コマに
おける

授業予定

障害の３つモデル（医学モデル・社会モデル・統合モデル）につ
いて理解する。

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害者福祉に関する制度について説明できるようになる。①

テキスト
配布資料

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害の概念（法的定義）について説明できるようになる。③

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

各コマに
おける

授業予定
障害者総合支援法の成立までの流れについて理解する。

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害の概念（ICFとICIDH）について説明できるようになる。②

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害の概念（３つのモデル）について説明できるようになる。①

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

テキスト
配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおくこと
・授業開始時に行う復習
問題を用いてさらに復習
を行うこと



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

教科書の関連する項目
を読んでおく各コマに

おける
授業予定

文献検索の手法を理解することができる

各コマに
おける

授業予定
他者と疑問や課題について話し合い、新しい発見を得る

教科書の関連する項目
を読んでおく

第
5
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

興味、関心あるテーマについて文献検索することができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

第
4
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

日常で感じている疑問を、他者と共有し研究につなげることができ
る 教科書：「卒業研

究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

各コマに
おける

授業予定
CQ、RQを理解し、興味のあるテーマを絞る

各コマに
おける

授業予定
なぜ研究を行うのか、介護の療育における問題点を知る

各コマに
おける

授業予定
オリエンテーションを開き、研究テーマの見つけ方を説明できる

第
2
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

グループで議論し、仮説を設定し研究計画書を立案することができ
る 教科書：「卒業研

究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく

第
1
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

卒業研究への取り組み、スケジュールを説明することができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく

第
3
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

関心のあるテーマを見つけることができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく

教科書：「卒業研究発表技法」　藤雅茂　志田秀史　山口敦
Google Scholar，CiNii

研究のテーマは、臨床の現場に数多く存在します。常に、クリティカルな考えが持つことが良い研究テーマと出会えます。ものの
考え方など訓練することをおすすめします。

介護福祉研究では学生自らが主体的に行います。グループでの取り組みとなるため、お互いに協力して進めていきましょう。教
員はあくまでも助言する立場であるため積極的に進めてください。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

グループ評価研究計画書70％、出席20％、平常評価点10％

高齢者・家族にとってのより良い生活、楽しみ、活動の支援・介助についてグループ研究として取り組む。
知識を専門的に身につけ、現場の気付きから科学的な手続きを通して幅広く共有可能な形にまとめて、論文を作成・発表するこ
とができる。

担 当 教 員 上村　茜
実務経験と

その関連資格
関西国際大学大学院にて修士課程を修了。臨床心理士、公認心理士としてカ
ウンセラーとして勤務している。

対 象 学 年 １年生 学期及び曜時限 木曜2限 教室名 502・PCルーム

演習

科  目  名 介護福祉研究 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2025

学        科 介護福祉科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法



教科書の関連する項目
を読んでおく各コマに

おける
授業予定

研究計画書や調査方法など振り返り進捗を確認する

各コマに
おける

授業予定
研究計画書の作成、調査の準備を適切に行う

教科書の関連する項目
を読んでおく

第
15
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究の意義や重要性について考えをまとめることができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

第
14
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

グループで議論し、仮説を設定し研究計画書を立案することができ
る 教科書：「卒業研

究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく各コマに

おける
授業予定

グループ、担当教員を発表し、今後の計画について講義する
研究計画書の作成

各コマに
おける

授業予定
研究計画書「方法、倫理的配慮」について理解する

教科書の関連する項目
を読んでおく

第
13
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

テーマを絞り、背景、目的、意義、仮説の整合性はあるか議論でき
る 教科書：「卒業研

究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

第
12
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

方法、倫理的配慮を説明することができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

各コマに
おける

授業予定
研究計画書「方法、倫理的配慮、仮説」について理解する

各コマに
おける

授業予定

研究動機、研究の背景を文献からまとめることを理解する
何が明らかになって、明らかになっていないかを理解する

教科書の関連する項目
を読んでおく

各コマに
おける

授業予定
研究仮グループ研究計画書「テーマ」について理解する

教科書の関連する項目
を読んでおく

第
11
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

目的、倫理的配慮、仮説を説明することができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

第
10
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究計画書「動機・背景」について説明することができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく

各コマに
おける

授業予定
質的研究と量的研究について理解する

各コマに
おける

授業予定
先行研究をもとに研究テーマを絞りこむ

第
9
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究計画書「テーマ」について説明できる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

第
8
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

テーマ別で仮グループを作り、仮テーマを決めることができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく各コマに

おける
授業予定

仮テーマで研究計画書を作ることを理解する

第
7
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究の種類、方法を説明することができる

第
6
回

演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

先行研究をまとめ研究内容とすり合わせることができる
教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書：「卒業研
究発表技法」　藤
雅茂　志田秀史
山口敦

教科書の関連する項目
を読んでおく



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

介護予防の基礎についての講義１
介護保険についてのあり方を理解する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
実
習
形
式

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の身体特徴を理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定

介護予防の基礎についての講義２
高齢者の身体について理解する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者筋力向上トレーニングの必要性、効果を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

高齢者における筋力トレーニングについての講義１
高齢者筋力向上トレーニングの必要性、効果、身体への影響を理
解する。

加藤　明英
実務経験と

その関連資格

■実務経験
株式会社ティップネスでパーソナルトレーナー活動９年、大学での非常勤講師3年
■資格
（公財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、健康運動指導士

科  目  名

介護福祉科

健康科学講座

科　目　区　分

介護予防運動トレーナー養成テキスト

高齢者に対しての運動指導に関する理解、必要な知識、技術について自ら体験することで学習する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

601.502水曜1.2限2年生 教室名

介護の現場において高齢者へ運動指導することは必須になってきています。
今回の講義・実技を通して実際に自ら体験し、適切に高齢者への運動指導が行えるようイメージしながら学習しましょう。

担 当 教 員

使用教材

テキスト

授業以外での準備学習
の具体的な内容

教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

第
5
回

第
2
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

第
3
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

内　　　容

自立支援について理解し説明できる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の身体特徴を考慮したトレーニングの負荷設定の方法につ
いて説明できる。

2025

基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

テキストを参考に復習を行う。また、授業で得た知識を実際に施設実習での活動に関連付けていく。

試験：70％　出席率：20％　平常評価点：10％

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

高齢者における筋力トレーニングについての講義２
筋線維の収縮パターンやトレーニングの運動強度、回数、頻度等
の設定方法を理解する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

我が国の高齢化の現状について説明できる。

各コマに
おける

授業予定

介護予防マネジメントについての講義1
高齢化の現状、介護予防の基本的な考え方について理解する。



講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

資格試験合格

各コマに
おける

授業予定
資格試験(介護運動予防トレーナー)

各コマに
おける

授業予定

行動科学についての講義１
行動科学の基礎、法則について理解する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

セルフエフィカシーの重要性を理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定

行動科学についての講義２
セルフエフィカシーの重要性、高め方を理解する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

模擬試験を通じて自身の得意分野、不得意分野を理解する。

各コマに
おける

授業予定
模擬試験

授業の
方法 内　　　容

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護予防ケアマネジメントについてのポイントを整理する。

各コマに
おける

授業予定

介護予防マネジメントについての講義２
介護予防ケアマネジメントの４つのサポートについて理解、整理す
る。

第
15
回

テキスト 教科書を見直す

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症の概念、症状について説明できる。

各コマに
おける

授業予定

テキスト

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。認知症予防についての講義１

認知症の概念、主症状、随伴症状について理解する。

教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

第
8
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

第
9
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

認知症疾患に適したアプローチ方法を理解し、説明できる。

各コマに
おける

授業予定

認知症予防についての講義２
認知症疾患へのアプローチについて理解する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

高齢者の失禁をめぐる問題や尿失禁の種類、対策について説明で
きる。

各コマに
おける

授業予定

失禁予防についての講義
尿失禁の種類、対策とについて理解する。

第
10
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

第
11
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

転倒の定義、発生要因、リスク因子について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定

転倒予防についての講義
転倒の要因、リスク、予防プログラム作成について理解する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

五大栄養素など栄養学の基礎、高齢期の食事の問題点、改善方
法を理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定
低栄養についての講義

第
14
回

テキスト 教科書を見直す

第
12
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

第
13
回

テキスト
教科書の指定部分を事
前に読んでおくこと。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

行動科学の基礎、法則を説明できる。



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

日本国憲法のなかの社会保障に関する条文を理解する。
第二次世界大戦後から現代にいたる間の社会保障の歴史を学び、理解す
ることができる。

教科書
配布プリント

年金制度や医療保険制
度、社会福祉制度（児童福
祉、障害者福祉、高齢者福
祉）といった社会保障の各
制度がどのように改正され
変化してきたか整理してお
く。

各コマに
おける

授業予定
日本の社会保障制度の発達

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の定義、その目的や機能について学ぶ。
社会保障制度にはどのような制度があるのか理解できる。

教科書
配布プリント

自分や家族が現在どの
ような社会保障制度を利
用しているのか調べてお
く。

各コマに
おける

授業予定
社会保障の基本的な考え方

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域社会の意味、集団、組織、市町村合併の歴史を理解する。　　                   地
域共生社会の実現に向けた施策等について説明することができる。
育児・介護休業法、社会福祉と社会保障の基本を学び、理解することができる。

教科書
自分が住む地域の居場
所、サロンなどどのような
ものがあるか調べる。各コマに

おける
授業予定

・地域社会と個人～人と社会
・地域包括ケアシステムの構築
・地域共生社会の実現に向けた制度や施策

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生活と仕事にかかわる基本、家族についての定義を説明できる。

教科書
自らのライフサイクルをま
とめ、ジェノグラムを作成
する。各コマに

おける
授業予定

生活の構造～家族とは

介護福祉士として必要な諸制度を実際の現場で応用できるようわかりやすく伝えます。また、覚えなければならない制度の仕組み
についてポイントしっかり押さえていきましょう。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

学習方法や授業の内容、流れについて理解し国家試験にむけて
重要ポイントを学ぶことができる。

教科書

自分が生まれてから死
ぬまでの必要な社会保
障制度についてまとめて
みる。

各コマに
おける

授業予定
社会と制度の理解についての説明（今後の授業内容）・自己紹介等

科目修了試験：70％　　出席評価点：20％　　平常評価点10％

社会と制度の理解 　介護福祉士国家試験過去問

授業で習った内容の復習。ニュースや新聞等で福祉施策、高齢者、障害者制度の改正や動向に目を向ける。

介護福祉士として必要な法制度、特に社会保障のしくみ、介護保険制度を理解できるようになる。　また、地域共生社会の考え方
や地域包括ケアの仕組みの理解につなげていく。

対 象 学 年 1年生 学期及び曜時限 木曜１・２限 教室名 401・402

担 当 教 員 武田　真澄
実務経験と

その関連資格

特別養護老人ホームの介護職員、生活相談員、施設ケアマネを経験し医療法人と社会福祉協議会の
地域包括支援センターで主任ケアマネジャーとして勤務。現在は居宅介護支援事業所の管理者でケ
アマネ業務を行っている。社会福祉士・主任介護支援専門員資格

2025

学        科 介護福祉科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法 講義

科  目  名 社会の理解Ⅰ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)



第
15
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障や介護保険制度について振り返りを行い各制度について
きちんと内容を答えることができる。

教科書
配布プリント

重要ポイントを整理し授
業内容を振り返る。各コマに

おける
授業予定

今まで履修した内容の確認。

第
14
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険制度の改正のポイントやこれからの介護保険制度の課題
について理解できる。

教科書
配布プリント

プリントを復習し理解で
きるまでテキストで振り返
りを行う。各コマに

おける
授業予定

介護保険制度の確認

第
13
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護の実践に関わる専門職の役割について理解できる。

教科書
配布プリント

自分が目指している介
護福祉士の姿を想像し
書き出してみる。各コマに

おける
授業予定

介護保険制度による専門職の役割～介護保険制度の動向

第
12
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

国や都道府県、市町村の役割が理解できる。

教科書
配布プリント

自分が住むまちの介護
保険事業計画について
調べる。各コマに

おける
授業予定

介護保険制度にかかわる組織とその役割

第
11
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険サービス、地域支援事業の種類と内容が理解できる。

教科書
配布プリント

居住する地域にどういう
サービス事業所がどのく
らいあるか調べる。各コマに

おける
授業予定

介護保険の仕組み

第
10
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険申請からサービス利用までの流れが理解できる。

教科書
配布プリント

自分の家族が介護が必
要になった時の対応や
制度について考えてみ
る。

各コマに
おける

授業予定
介護保険の仕組み

第
9
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護保険創設の背景について理解できる。

教科書
配布プリント

自分の自宅がある市町
村の人口、高齢化率に
ついて調べる。各コマに

おける
授業予定

介護保険制度の目的

第
8
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保険と社会扶助について繰り返し学び、その種類と内容につ
いて答えることができる。

教科書
配布プリント

家族や自分の加入して
いる医療保険について
調べておく。各コマに

おける
授業予定

社会保障制度の確認

第
7
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の給付と負担の関係について理解できる。

教科書
配布プリント

人口減少社会における
社会保障制度の課題や
対応方法について考え
ておく。

各コマに
おける

授業予定
現代社会と社会保障制度

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

社会保障の全体像を理解し、わが国の社会保険の5つの制度につ
いて学ぶことができる。

教科書
配布プリント

社会保障制度が自分た
ちの生活や人生におい
てどのような影響がある
か考えてみる。年金制度
がなかったらどうなるか
など。

各コマに
おける

授業予定
日本の社会保障制度の仕組み



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

健康の概念と定義、健康寿命の重要性を理解する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
実
習
形
式

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ヒトがどのようなメカニズムで体を動かしているか説明ができる。

各コマに
おける

授業予定

スポーツ生理学についての講義１
骨と筋肉、神経の役割について理解する。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

食事の重要性を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

スポーツ栄養学についての講義１
五大栄養素と食事の重要性について理解する。

加藤　明英
実務経験と

その関連資格

■実務経験
株式会社ティップネスでパーソナルトレーナー活動９年、大学での非常勤講師3年
■資格
（公財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、健康運動指導士

科  目  名

介護福祉科

健康科学講座

科　目　区　分

スチューデントトレーナー初級テキスト

スポーツで起こりやすいケガや病気の発生メカニズムを理解し、安全に運動を行う方法と身体能力向上のためのトレーニングを
習得する。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

501/502水曜1・2限2年生 教室名

　日本は超高齢社会に突入し、従来の医療制度、老人保険制度では対応しきれない問題が生じています。
その問題の解決方法の一つとして健康寿命の延伸があります。
　健康寿命の延伸に繋がる安全かつ効果的な運動方法を学び、日々、実践することが日本の課題の解決策の一つであることを
理解しましょう。

担 当 教 員

使用教材

・教科書
・配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・新聞等で医療費問題
について記事を読み、
日本の現状を理解す
る。

第
5
回

第
2
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

第
3
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

内　　　容

健康の定義と健康寿命の重要性を説明できる。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

どのように熱中症対策をすればよいか説明できる。

2025

基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

授業で配布した資料を用いて復習を行う。

試験：70％　出席率：20％　平常評価点：10％

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

スポーツ栄養学についての講義2
水分補給と熱中症予防の関係性を理解する。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

体力を構成する要素を全て説明できる。

各コマに
おける

授業予定

トレーニングについての講義1
体力の種類と体力を構成する要素を理解する。



講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

資格試験合格。

各コマに
おける

授業予定
資格試験(スチューデントトレーナー初級)。

各コマに
おける

授業予定

スポーツ医学(外科)についての講義1
外傷の定義と種類、応急処置について理解する。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

障害の定義と外傷毎の対処方法を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

スポーツ医学(外科)についての講義1
障害の定義と種類、対処方法について理解する。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

模擬試験を通して理解度を把握できる。

各コマに
おける

授業予定
模擬試験。

授業の
方法 内　　　容

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

トレーニングの種類と特徴を全て説明できる。

各コマに
おける

授業予定

トレーニングについての講義2
体力要素毎のトレーニング方法について理解する。

第
15
回

・資格試験
・これまでの資料を用い
て復習する。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ストレッチングの目的と効果を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

・教科書
・配布資料

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。ストレッチングについての講義1

ストレッチングの目的と効果について理解する。

・配布資料を用いて復
習する。

第
8
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

第
9
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

講
義
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

ストレッチングの種類と特徴を全て説明できる。

各コマに
おける

授業予定

ストレッチングについての講義2
ストレッチングの種類と特徴を理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

テーピングとサポーター、それぞれの長所と短所を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

テーピングについての講義
テーピングの目的と効果について理解する。

第
10
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

第
11
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

熱中症への対処方法を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

スポーツ医学(内科)についての講義1
熱中症の種類と対処法について理解する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

スポーツ性貧血の特徴と予防方法を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

スポーツ医学(内科)についての講義2
オーバートレーニング症候群とスポーツ性貧血について理解する。

第
14
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

第
12
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

第
13
回

・教科書
・配布資料

・配布資料を用いて復
習する。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

外傷の定義と外傷毎の対処方法を説明できる。



年度　授業計画（シラバス） 大阪保健福祉専門学校

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

普遍的な倫理判断の視点を学び、介護の場面でどう生かすことが
できるか考察ができる

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

普遍的な倫理判断の視点を学び、介護の場面でどう生かすことが
できるか考察ができる

各コマに
おける

授業予定
倫理的判断が必要な場面における介護福祉士の対応

倫理的判断が必要な場面における介護福祉士の対応

2025

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

授業で行った内容を、教科書や使用した授業プリントなどを用いて復習を行う。
特に実習前には、授業で得た知識を施設実習で活かすことのできるよう、関連付けておく。実習後も振り返りを行い、実習での学
びを結びつける。

科目修了試験：70％　　出席評価点：20％　　平常評価点10％

第
4
回

使用教材

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

・前期のレジュメ等の持
参確認。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
5
回

第
2
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
3
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

内　　　容

前期試験からの振り返り、後期授業のオリエンテーションを通じ、苦
手分野の把握をすることができる

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

前期試験の解答から、苦手な問題を中心に復習を行う

科  目  名

介護福祉科

介護の基本Ⅰ

科　目　区　分

教科書：中央法規　最新・介護福祉士養成講座　介護の基本Ⅰ

利用者理解及び自立に向けた介護実践に関わる概念や考え方を理解する。 介護の専門性の理解を深め、介護を「科学する
力」を養う。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

401・402水曜1・2限１年生 教室名

介護の基本について必要な知識を学びます。 介護の専門職としての姿勢や考え方を理解し、介護福祉士としての基礎を身に
つけてい きましょう。

担 当 教 員 坂本　愛子
実務経験と

その関連資格
特別養護老人ホームにて介護福祉士として勤務。

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護に携わる人がもつべき職業倫理について理解できる

各コマに
おける

授業予定
介護福祉士の倫理、「介護の倫理」に実践「尊厳ある介護実践」

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

介護に携わる人がもつべき職業倫理について理解できる

各コマに
おける

授業予定
介護福祉士の倫理、「介護の倫理」に実践「尊厳ある介護実践」



第
14
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
12
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
13
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自立支援とリハビリテーションの基本的な考え方について理解でき
る

リハビリテーションの概念、リハビリテーションの実際

第
10
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
11
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

ICFにおける生活機能と快苦因子の相互作用について理解できる

各コマに
おける

授業予定

ICF、ICIDHについて、利用者の持つ強さ(ストレングス)について

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

自立支援の具体的な考え方を理解できる

自立支援、自己決定権、エンパワメントについて

第
8
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

第
9
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自立支援の具体的な考え方を理解できる

各コマに
おける

授業予定

自立支援、自己決定権、エンパワメントについて

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

介護福祉士に求められる専門職としての態度を形成できる

日本介護福祉士会倫理綱領について

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

日本介護福祉士会倫理綱領、介護福祉の専門性を理解できる

日本介護福祉士会倫理綱領について

日本介護福祉士会倫理綱領について

日本介護福祉士会倫理綱領、介護福祉の専門性を理解できる

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

・教科書の指定部分を
事前に読んでおく。
・授業終了時に示す課
題を実施しておく。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

・教科書　中央法
規　最新・介護福
祉士養成講座
介護の基本Ⅰ
・配布資料

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

後期の学びにより、介護の全体像についての理解が深まり、まとめ
ることができている。

各コマに
おける

授業予定
試験に向けて、全１５回の振り返りを行う。

各コマに
おける

授業予定

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

自立支援と介護予防の基本的な考え方を理解できる

各コマに
おける

授業予定
介護予防の目的と考え方

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

地域包括ケアシステムと介護予防について再認識し理解できてい
る

各コマに
おける

授業予定
自助、互助、共助、公助の重なり合い


